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文部科学省 平成１９年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」

中 国 ・ 四 国 地 区 意 見 交 換 会

法 文 学 部（1,056名）

Ⅰ 大学の概要

教職員数 1,678名

2008/5/1現在

法 文 学 部（ ,056名）

教 育 学 部（720名）

医学部（845名）

総合理工学部（1,840名）

生物資源科学部（925名）

学

生 人文社会科学研究科（21名）

教育学研究科（76名）

(5,386名)

学 部

数

教育学研究科（76名）

医学系研究科（187名）

総合理工学研究科（290名）

生物資源科学研究科（144名）

法務研究科（90名）
現員数

大学院

(808名)
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島根大学憲章

地地個

① 豊かな人間性と高度な専門性を身につけた，
自ら主体的に学ぶ人材の養成

域
に
根
ざ
し
、

域
社
会
か
ら
世
界
に
発

性
輝
く
大
学

② 特色ある地域課題に立脚した国際的水準の
研究推進

③ 地域問題の解決に向けた社会貢献活動の

推進

④ アジアをはじめとする諸外国との交流の発
信
す
る

④ アジアをはじめとする諸外国との交流の

推進

⑤ 学問の自由と人権の尊重，社会の信頼に
応える大学運営

島根大学の教育理念

「学生が育ち，学生とともに育つ大学」

学生の多様な個性と夢を重視した教育
を行い，変動する現代社会の要請に応
え得る豊かな教養と高い倫理観を備え，
かつ 科学的探求心に富む人材を養成かつ，科学的探求心に富む人材を養成
する。
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学生への支援に関する目標
① 学生の学習支援体制を強化する。

中 期 目 標

② 課外活動及びボランティア活動の支援体制を
整備する。

③ 学生の生活支援体制を強化する。

④ 学生の就職支援体制を強化する。

⑤ 留学生の生活支援体制を強化する。

課 題 目的意識の欠如・修学意欲の低下・ドロップアウト

学生生活満足度調査 学生相談実績 採用企業アンケート

Ⅱ 取組みの背景

学生の悩みごと

就職・進路

学習

経済的なこと

学生相談

コミュニケーション
能力

自立心

企業等の要求

健康

就学

対人関係

学生生活満足度調査

生きがい・目標

健康

統率力・リーダー
シップ力ハラスメント

※ 上記調査等は,平成１８年度に実施したものである。
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8%10% 悩み事は特にない

平成１８年度 島根大学学生生活満足度調査結果
から見た学生の悩みごと

8%

13%

19%
5%

20%

10% 悩み事は特にない

経済的なこと

学習上のこと

健康面のこと

交友関係

異性関係

家族関係

サ クル関係

8%7%7%

3%
サークル関係

就職や進路

生きがいや目標

ボランティア活動

ボランティア活動

ボランティア活動経験

25%

6%

11%

11%

47%

国際交流活動

地域の活動（町内会な
どの活動）

学外のサークル・クラブ
活動

参加したことはない

(平成１８年度 島根大学学生生活満足度調査より）

総務省の社会生活基本調査によると、住民がボランティア活動に
かかわった割合（行動者率）が島根県は、34％で全国第２位。
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１年次において学生が重複してきた活動

244 251

200

250

300

18.9%

27.4% 28.2%
１年次において学生が重視してきた活動

１年次において学生が重視してきた活動

168
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特
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6.1%
3.3%

8.8% 7.4%

1.
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学
の
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ク
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ブ
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イ
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5.
友
達
と
の 6.

趣

7.
特
に

注) カッコ内の数字は,学生生活満足度(5段階
評定)の平均値

正課外活動(サークル活動・ボランティア活動等)の推進正課外活動(サークル活動・ボランティア活動等)の推進

Ⅲ 新たな取組みの概要

･ 自立心の養成
・ 無関心・無気力学生をなくす
・ コミュニケーション能力等を育てる

･ 自立心の養成
・ 無関心・無気力学生をなくす
・ コミュニケーション能力等を育てる

人間力
の涵養

正課外活動を評価
学生支援体制の充実・強化

正課と正課外教育の相乗効果の検証(学内評価と社会的評価)正課と正課外教育の相乗効果の検証(学内評価と社会的評価)

正課外活動を評価
する仕組みの構築
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① ③

全体計画 実施体制

プ学 長

学生支援のための総合システム

① ③

④

教育・学生
担当副学長

学生委員長
会議

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
改
善
・
評
価

学 長

②
④ 会議

プロジェクト
実施実行
委員会

外
部
委
員
会

ポイントカードによる学生の正課外活動への

意欲向上と評価の仕組み

正課外活動 評 価 成 果

活動

地域貢献活動

ボランティア

学内委員活動

・学用品
書籍等
に交換

正

課

外

活

動

の
促

学

習

意

欲

の
向

上

ポイントの付与ポイントの付与 誘 導誘 導 人
間
力
の
涵
養

サークル活動

・授業料免除
・学生表彰

インセンティブ

促

進

上

その他学内・学外
の自主的活動
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ビビットカード(IDカード)の導入

Ｌ080001 島根 太郎

平成20年度入学生から全員に配布

２年生以上は 希望者に配布

(１，２１１名）

２年生以上は、希望者に配布

カードの利用と登録方法

参加者が多い場合は，カードリーダーで登録

(７４５名)配布率：１４%

参加者が少ない場合は，直接登録

カードの再利用により経費の節減

分類別活動者数一覧（男女別）

45
1

11

33

144
18

13

29

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

障害者等支援

福祉施設等支援

医療施設等支援

献血

男子

女子33

2

140

28
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13
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0

0
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9

76
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28

献血

教育支援活動

地域貢献活動

企画・運営支援

学内ボランティア活動

資格取得（国家資格）

資格取得（その他）

研究発表

教育協力

教育・研究協力

委員長(学内行事)

役員(学内行事)

27

128

1,964

821

24

329

759

38

39

1,353

984

17

486

444

学生委員

サークル代表

サークル活動

セミナー・ガイダンス等参加

学内表彰

１０００時間体験

入学
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分類別正課外活動者数

189

19

障害者等支援

福祉施設等支援

ボランティア活動分類別活動比率
（単位：人）

（単位：％）

分類別活動者及びボランティア活動比率

24

62

2

215

41

278

5

1

8

20

162

医療施設等支援

献血

教育支援活動

地域貢献活動

企画・運営支援

学内ボランティア活動

資格取得（国家資格）

資格取得（その他）

研究発表

教育協力

教育・研究協力

2.3

2.9

7.5

0.24.9

33.5

25.9

22.8
障害者等支援

福祉施設等支援

医療施設等支援

献血

教育支援活動

地域貢献活動

企画・運営支援

学内ボランティア活動
4

69

65

167

3317

1805

41

815

教育 研究協力

委員長(学内行事)

役員(学内行事)

学生委員

サークル代表

サークル活動

セミナー・ガイダンス等参加

学内表彰

１０００時間体験

学内ボランティア活動

活動名称 男子 女子 合計

障害者等支援 45 144 189

福祉施設等支援 1 18 19

活動名称 男子 女子 合計

教育協力 11 9 20

教育・研究協力 86 76 162

正課外活動分類別内訳（男女別）

医療施設等支援 11 13 24

献血 33 29 62

教育支援活動 2 2

地域貢献活動 140 75 215

企画・運営支援 28 13 41

学内ボランティア
活動 176 102 278

資格取得

委員長(学内行事) 4 4

役員(学内行事) 41 28 69

学生委員 27 38 65

サークル代表 128 39 167

サークル活動 1964 1353 3317

セミナー・ガイダン
ス等参加 821 984 1805

資格取得
（国家資格） 5 5

資格取得
（その他） 1 1

研究発表 2 6 8

学内表彰 24 17 41

１０００時間体験 329 486 815

入学 759 444 1203
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学生サポートスタッフ

登録制：現在７０名が登録

学生の入学時から卒業時までの学生生活を支援

登録制：現在７０名が登録
・学生の就職活動のサポート・
相談

・企業情報・求人情報提供の
サポート

・入学手続き時の新入生の案内
・新入生に対する学生生活上の
相談・アドバイス

支
援
内
容

相談 アド イス
・卒業式の受付・誘導
・入学式の案内・新入生オリエン
テーションのサポート・履修登録
の指導・相談

・就職ガイダンス等のビデオ撮影

Ｗｅｂサービス

○ ボランティア募集

○ 動画配信サービス

○ 各種企画情報の提供

○ 学生相談ＦＡＱ

島根大学学生支援ＧＰホー
ムページへ
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職員等の能力・資質向上

・第１回SD研修会「事務職員と教員の協働による

学生支援の充実をめざして」

学内研修

学生支援の充実をめざして」
・第２回SD研修会「きめ細やかな学生支援体制の
構築に向けて」

・ノートテイク研修会

学生相談イ テ カ セミナ

学外研修

・学生相談インテーカーセミナー
・全国学生相談研究会議
・学生相談セミナー
・第7回障害学生修学支援セミナー
・ノートテイカー養成講座

電子カルテ

正課と正課外を連動した指導力の強化

学生電子カルテを活用した組織的・総合的支援

学籍情報参照 履修状況参照個人成績参照 就職活動入力

学習指導に関するもの 進路指導に関す
るもの

個別指導に
関するもの

コ メ ン ト
(個別指導）

正課外活動正課外活動
デモ版実行
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Ⅳ 本取組みの検証

1.検証の視点

・正課外活動参加への誘導効果

学生 意識変化と学生生活 充実度・学生の意識変化と学生生活の充実度

・教育効果の向上

・人材養成効果

2.検証手法検証手法

・アンケート調査による評価

・データによる分析評価

ご静聴ありがとうございました


